
【背景】2017 年第106 回看護師国家試験の合格率全国平均は88.5 ％であり,看護系大学では受験希望者数を左右す
る数値として侮れない状況である.特に私立大学においては国家試験対策で合格率を高めるために苦慮している状
況は全国的な傾向ではないかと考える.このような状況下で国家試験問題の傾向や対策については多数の業者で分
析されている現状がある中で,看護師国家試験対策の現状と効果,及び国家試験などの研究動向が興味深い. 
 そこで今回,教育機関における国家試験対策と現状について文献的に検討した. 

 
【結果】199 件の文献が抽出された.更に内容から国家試験に焦点を当てていない文献を除外し,過去5年間のものとした結果,12 件が抽
出された.内容分析を行い,複数の研究者で内容を照合することで信頼性を確保した. 
学力低迷者への対応では,学習目的が不明であることや自己教育力の問題,eラーニングなどの効果,伝統的学習法との混合の方法など,国
家試験対策の実績評価,大学における国家試験対策として支援教員,業者の導入,学内教員の対策,4年生後期からの本格的対策,緊張緩和
対策としてのメンタルトレーニング,集団への効果,緊張緩和の技術習得,2年課程においては准看護師としての勤務との両立,教員の介
入で外発的動機付けであること,外国人学生に関する報告が2件,入国年数との相関,日本の国家試験不合格要因は言葉だけではないこと,
国家試験問題の適切性についての検討,国家試験問題の難易度が高いのは人体の構造,疾病,慣れない専門用語であること,学生の緊張緩
和については緊張の時期や男女の性差があること,国家試験問題出題傾向の分析などであった. 
 

 
【結論】国家試験合格率の上昇を
確保するために,近年変化しつつあ
る様々な背景の学生に合わせた対
応している状況が明らかとなった. 
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【考察】2007 年から外国人看護師の導入が始ま
り,言葉だけではなくコミュニケーション能力が
合格率に反映していることも明らかであった. 
国際化により,諸外国の受験者が合格できるよう
な取り組みが今後は益々課題となるであろう. 
また教育機関での学生対応や,支援状況もみられ,
近年では業者の分析に委ねることが大きい状況下
でも問題の分析がなされていた.学生の緊張緩和
について集団効果として,グループ学習は,学生の
入力した知識を出力する場面でもあり,問題を解
く以外の方法として効果が期待され,集団の場で
の緊張緩和が期待される.このような学習になれ
ておくことで,国家試験直前の緊張緩和,精神衛生
などにも効果があるという知見もえられたため,
今後の国家試験対策として提案したい事項である. 
 

  
演題発表に関連し,開示すべきCOI関係
にある企業などはありません. 

 

【目的】教育機関における看護師国家試
験対策の現状と効果,及び国家試験などの
研究動向を把握する. 

ṥ Ṧ医学中央雑誌WEB版を用い,
キーワード「看護師国家試験」「国家
試験対策」等で原著論文,会議録除くと
いう条件で文献検索. 
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